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ユーザーマニュアル
製品を登録し、サポートを受けるには、以下にアクセスしてください。
www.philips.com/support
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1 安全性に関す
る重要な注意
事項

製品を使用する前に、すべての指示を読んで
把握しておいてください。損傷が発生しても、
指示に従わなかったことが原因の場合、保証
は適用されません。

安全性
安全記号について把握する
マーキング情報は、製品の下部または背面
にあります。

注意

注意：感電の危険を減らすため、カバー（または
背面）は絶対に取り外さないでください。内部に
はユーザーが修理できる部品はありません。修理
は資格を持つサービス担当者に依頼してください。

感電の危険があります
開けないでください

これは二重絶縁を備えたクラス II 
装置です。ただし保護接地は備えて
いません。

AC 電圧
この記号は DC 電圧を示しています。
この記号は DC 電源コネクターの極
性を示しています。

警告
警告：感電の危険があります。

エクスクラメーションマーク（！）
は、重要な操作上の指示があること
をユーザーに警告することを意図し
ています。

取扱説明書に記載されて
いる電源のみを使用して
ください。

この記号はエネルギー効率マークを
示しています。

屋内専用です。

感電や火災の危険
•	 接続を確立または変更する前に、すべて
の機器を電源コンセントから外しておい
てください。

•	 本製品および付属品を雨や水にさらさな
いでください。液体が入った容器（花瓶
など）を本製品の近くに置かないでくだ
さい。液体が本製品の上にこぼれたり内
部に入ったりした場合は、直ちに電源コ
ンセントを抜いてください。本製品の使
用前に点検を受けるには、お客様情報セ
ンターにお問い合わせください。

•	 本製品および付属品は、裸火などの熱源
（直射日光を含む）の近くに置かないで
ください。

•	 本製品の換気口などの開口部に物を挿入
しないでください。

•	 主電源プラグまたは電源接続器を切断
装置として使用する場合は、切断装置
をすぐに操作できる状態にしておいて
ください。

•	 電池（取り付けた電池パックまたは電池）
は、直射日光や炎などの高温になる熱に
さらさないでください。

•	 雷が発生しそうな場合は、その前に、本
製品の電源コードをコンセントから抜い
てください。

•	 電源コードを抜くときには、必ずプラグ
を掴んで引いてください。ケーブルは絶
対に引っ張らないでください。

•	 本製品は熱帯または温帯の地域で使用し
てください。

ショートや火災の危険
•	 識別番号および電源供給定格について
は、製品の背面または底面にある型式プ
レートを参照してください。

•	 本製品を電源コンセントに接続する前
に、電源電圧が製品の背面または底面に
印刷されている値と一致しているように
してください。電圧が異なる場合は、本
製品を電源コンセントに接続しないでく
ださい。
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怪我や本製品損傷の危険
•	 本製品を壁面に取り付ける場合は、設置
についての指示に従って壁にしっかりと
固定してください。付属の壁面取り付け
ブラケットのみを使用してください（あ
る場合）。壁面取り付けが不適切だと、
事故、負傷、または損傷が発生すること
があります。ご不明な点は、お住まいの
国のお客様情報センターまでお問い合わ
せください。

•	 本製品や物を電源コードの上、または他
の電気機器の上に置かないでください。

•	 本製品が 5°C 未満の気温で輸送されて
きた場合は、製品を開梱して製品が室温
と同じ温度になるのを待ってから電源コ
ンセントに接続してください。

•	 本製品にはガラス製の部品が使用されて
いる場合があります。負傷や損傷を防ぐ
ため、十分注意して取り扱ってください。

オーバーヒートの危険
•	 本製品は絶対に閉鎖空間内に設置しな
いでください。製品の周囲には 10 cm 
（4 インチ）以上の隙間を空けておき、
換気ができるようにしてください。カー
テンなどの物によって本製品の換気ス
ロットが覆われることがないようにして
ください。

電池の使用に関する注意
•	 注意：正しくない電池交換をした場合に
は、爆発の危険があります。同じまたは
同等のタイプの電池と交換してください。

•	 電池が消耗している場合、またはリモコ
ンを長時間使用しない場合は、電池を取
り外してください。

•	 電池には化学物質が含まれています。リ
サイクルまたは廃棄については、国や地
域のガイドラインに従ってください。

•	 装置に記されている「+」および「-」の
マークに従って、すべての電池を正しく
取り付けてください。

•	 古い電池と新しい電池を混ぜて使用しな
いでください。

•	 アルカリ電池、標準電池（カーボン亜鉛
電池）、または充電式電池（Ni-Cd、Ni-
MH など）を混ぜて使用しないでくだ
さい。

•	 電池（電池または電池パック）は、直射
日光や炎などの高温になる熱にさらさな
いでください。

•	 電池を廃棄するときには、燃やしたり焼
却炉で処理したり、機械的に潰したり切
断したりしないでください。

•	 電池を極端に低い気圧下で管理しないよ
うにしてください。

注

 • 定格ラベルは、機器の底面または背面に貼
り付けられています。

製品のお手入れ
本製品のクリーニングにはマイクロファイ
バークロスのみを使用してください。

環境への配慮
古くなった製品や電池の廃棄

本製品は、リサイクルと再利用が
可能な高品質の素材とコンポーネ
ントを使用して設計および製造さ
れています。

製品のこの記号は、製品が欧州指
令 2012/19/EU の対象となって
いることを意味します。

この記号は、本製品に欧州指令 
2013/56/EU の対象となる電池
が含まれており、通常の家庭ごみ
と一緒に廃棄できないことを意味
します。

電気／電子製品および電池の廃棄について
は、地域の分別収集システムを把握しておい
てください。地域の規則に従い、本製品や電
池を通常の家庭ごみと一緒に廃棄しないでく
ださい。古い製品や電池の廃棄が適切であれ
ば、環境や人の健康に悪影響を及ぼすことが
なくなります。

使い捨て電池の取り外し
使い捨て電池を取り外すには、電池の取り付
けに関するセクションを参照してください。
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適合宣言
本製品は、欧州共同体（EC）の無線干渉要
件に準拠しています。
これにより、TP Vision Europe B.V. は、製
品が RED指令 2014/53 / EUおよび英国無
線機器規則 SI 2017 No 1206 の必須要件お
よびその他の関連規定に準拠していることを
宣言します。適合宣言は
 www.philips.com/support にあります。

ヘルプとサポート
www.philips.com/support にアクセスす
ると、次のような広範なオンラインサポート
を受けることができます。
•	 ユーザーマニュアルとクイックスタート
ガイドをダウンロードする

•	 ビデオチュートリアルを視聴する（一部
のモデルのみについて提供）

•	 よくある質問（FAQ）から回答を探す
•	 質問をメールで送信する
•	 サポート担当者とチャットする
Web サイトの指示に従って言語を選択し、
製品のモデル番号を入力します。
お住まいの国のお客様情報センターにお問い
合わせいただくこともできます。お問い合わ
せいただく前に、製品のモデル番号とシリア
ル番号を書き留めておいてください。この情
報は製品の背面または底面にあります。
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2 あなたのサウ
ンドバー

フィリップス製品をご購入いただきありがと
うございます。フィリップスが提供するサポー
トを最大限に活用していただくために、ご購
入のサウンドバーを以下でご登録ください。 
www.philips.com/support

パッケージ内容
次の品目がパッケージに入っていることを
確認してください。
• サウンドバー × 1
• ワイヤレスサブウーファー × 1
• リモコン（単 4 電池 × 2） × 1
• DC アダプター (サウンドバー用 ) * × 1
• 電源コード (サブウーファー用 ) * × 1
• 壁面取り付けキット × 1
• クイック スタート ガイド /  
保証カード / 安全シート × 1

• HDMI ケーブル × 1

サウンドバー

ワイヤレスサブウーファー

壁面取り付けキット
(ブラケット ×2/ブラケット ネジ ×4/

ガム カバー ×4)

クイックスタートガイド
保証カード／安全シート

電源コード*

DC アダプター *リモコン

HDMI ケーブル

（単 4 形電池 × 2） （サウンドバー用）

（サブウーファー用）

•	 電源コードの数とプラグのタイプは地域
によって異なります。

•	 本ユーザーマニュアルに記載されてい
る画像および図は、あくまで参考であ
り、実際の製品の外観は異なる場合が
あります。

サウンドバー
このセクションでは、サウンドバーの概要に
ついて説明します。

6

4 3 2 1

5

1   (スタンバイ - オン )
•	サウンドバーの電源をオンにするか、
スタンバイ状態にします。

•	電源オン状態で 8 秒間長押しすると、
自動スタンバイ（15 分経過後に自動
的にスタンバイ状態になる）が有効
または無効になります。

•	「自動スタンバイを無効にする」オプ
ションを選択すると、製品のエネル
ギー消費量が増加します。

2   (ソース ) ボタン 
サウンドバーの入力ソースを選択します。

3   (Bluetooth) ボタン
•	 Bluetooth モードを選択するときに
押します。

•	 3 秒間長押しすると、Bluetooth ペ
アリングモードになります。

•	 8 秒間長押しすると、すべての機器
が切断され、BT 接続履歴リストがク
リアされ、ペアリングモードになり
ます。

4   /  (音量 ) ボタン
音量の上げ下げを行います。

5  リモコンセンサー
6  サウンドバーの LED インジケーター
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コネクター
このセクションでは、サウンドバーで使用で
きるコネクターの概要について説明します。

4

DC in
USB

HDMI out (eARC)

1  USB
•	 USB ストレージデバイスを接続して
オーディオメディアを再生します。

•	この製品のソフトウェアをアップグ
レードするためにも使用します。

2  HDMI eARC ソケット
このポートは eARC/ARC HDMI 機能
をサポートし、テレビの HDMI（eARC/
ARC）入力に接続します。

3  DC 入力ソケット
アダプタに接続します。

4  壁掛けブラケットスロット

ワイヤレスサブウーファー
このセクションでは、無線サブウーファーの
概要について説明します。

1
2
3

1  Pair（ペアリング）ボタン
長押しすると、サブウーファーのペア
リングモードになります。このボタン
は手動ペアリングにのみ使用されます。
(ユニットの電源を [ON (オン )] にす
るとサウンドバーとサブウーファーは
自動的にペアリングされるため、[Pair 
(ペアリング )] ボタンを押さないでくだ
さい )

2  サブウーファーインジケーター
ワイヤレスサブウーファーのインジ
ケーターに基づいてステータスを確認
します。

LED の状態 ステータス

速く点滅 サブウーファーがペアリン
グモードです

点灯 接続／ペアリングに成功し
ました

ゆっくり点滅 ペアリングされていません

3  AC IN ~ ソケット
電源に接続します。
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リモコン
このセクションでは、リモコンの概要につい
て説明します。
1  （スタンバイ – オン）

•	サウンドバーをオンまたはスタンバ
イに切り替えます。

•	電源オン状態で 8 秒間長押しすると、
自動スタンバイ（15 分経過後に自動
的にスタンバイ状態になる）が有効
または無効になります。

2   (IntelliSound)
AI/プリセット /カスタム モードを選
択します。

3  Vol + / Vol - (サウンドバーの音量 )
サウンドバーの音量を調節します。

4  EQ
イコライザー（EQ）効果を選択します。

5  Treble +/-（トレブル +／ -）
高音レベルを調整します。

6  Bass +/-（低音 +/-）
低音レベルを調整します。

7  （ソース）
ボタンを押して、サウンドバーの入力
ソースを選択します。

8   (ミュート ) 
ミュートまたは音量を復元します。
5 秒間長押しすると、LED 表示が有効 /
無効になります。

9   /  (前へ /次へ ) 
USB / BT モードで前または次のトラッ
クにスキップします。

10   (再生 /一時停止 )
USB / BT モードで再生を開始、一時停
止、または再開します。

11  AVL
自動音量調節と夜間モード。

1

2

3

5

6

7

8

9
10

114

リモコンの準備
•	 付属のリモコンを使用すると、離れた場
所からでもユニットを操作できます。

•	 有効範囲の 6 m（19.7 フィート）以内
でリモコンを操作していても、ユニット
とリモコンの間に障害物がある場合に
は、リモコンの操作ができなくなること
があります。

•	 赤外線が発生する他の製品の近くでリモ
コンを操作している場合、または赤外線
を使用した他のリモコン装置がユニッ
トの近くで使用されている場合には、リ
モコンが正しく動作しないことがありま
す。逆に、他の製品側が正しく動作しな
いことがあります。
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リモコンの電池を交換する

1	 背面カバーを押した状態でスライドさ
せ、リモコンの電池収納部を開きます。

2	 単 4 形電池 2 本（付属）を入れます。
電池の「+」側と「-」側が、電池収納
部に表示されている「+」側と「-」側
に一致していることを確認します。

3	 電池収納部のカバーを閉じます。

電池に関するご注意

•	 電池は、正の「 」と負の「 」の極性
が正しい状態で挿入してください。

•	 同じタイプの電池を使用してください。
タイプの異なる電池を一緒に使用しない
でください。

•	 充電式電池パックと非充電式電池パック
のどちらも使用できます。ラベルの注意
事項を参照してください。

•	 電池カバーと電池を取り外すときには、
爪を痛めないように注意してください。

•	 リモコンを落とさないでください。
•	 リモコンに何らかの衝撃が加わらないよ
うにしてください。

•	 リモコンの上に水や液体をこぼさないで
ください。

•	 リモコンを濡れている物の上に置かない
でください。

•	 リモコンは直射日光の当たる場所や、
高温になる熱源の近くに置かないでく
ださい。

•	 リモコンを長期間使用しない場合は、腐
食や電池の液漏れが発生し、怪我、物的
損傷、火災などの原因となる可能性があ
るため、本体から電池を取り出しておい
てください。

•	 指定の電池以外は使用しないでください
•	 新しい電池を古い電池と一緒に使用しな
いでください。

•	 充電式であることが確認できない電池
は、絶対に充電しないでください。

取り付け
サブウーファーは、サウンドバーから少なく
とも 1 m（3 フィート）、壁からは 10 cm 
離して設置します。
最適な音響効果を得るには、下の図のように
サブウーファーを配置します。

10cm/4”

1m/3ft
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壁面取り付け
注

 • 壁面取り付けが不適切だと、事故、負傷、または
損傷が発生することがあります。ご不明な点は、
お住まいの国のお客様情報センターまでお問い合
わせください。

 • 壁面に取り付ける前に、壁がサウンドバーの重量
を支えられることを確認してください。

 • 壁面に取り付ける前に、サウンドバーの底部にあ
るゴム製の脚を取り外す必要はありません。ゴム
製の脚は取り外すと元に戻すことができません。

 • 壁面取り付けのタイプに応じて、適切な長さと直
径のネジを使用してください。

 • サウンドバーの背面にある USB ポートが USB デ
バイスに接続されているかどうかを確認してくだ
さい。接続された USB デバイスが壁面取り付けに
影響を与える場合は、適切なサイズの別の USB デ
バイスを使用する必要があります。

ネジの長さ／直径
推奨の壁面取り付け高さ 
サウンドバーを壁面に取り付ける前に、ま
ずテレビを取り付けることをお勧めします。
テレビが事前に設置された状態で、テレビ
の底面から 50 mm（2.0 インチ）離れた壁
面にサウンドバーを取り付けます。

警告

 • けがを防止するため、本装置は設置説明書に従って
床／壁面にしっかりと固定する必要があります。

 • 推奨の壁面取り付け高さ：1.5 m 以下。

1	 平行する 4 つの穴（壁のタイプに応じ
て直径 3～ 8 mm）を壁面に開けます。
	» 穴間の距離は次のとおりです。

466 mm / 18.35 インチ
	» 壁の正しい位置にドリルで穴を開け
るために、付属の壁面取り付けテン
プレートを使用できます。

2	 ネジ（付属）とドライバー（付属して
いない）で壁に壁面取り付けブラケッ
トを締め付けます。しっかりと取り付
けられていることを確認します。

3	 ユニットを壁面取り付けブラケットの
位置まで持ち上げ、スロットにかみ合
わせて取り付けます。

3

1 ~50mm/2.0"

2

466 mm / 18.35”

48.4mm

φ4x40
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3 接続
このセクションでは、サウンドバーをテレビ
やその他の機器に接続してセットアップする
方法について説明します。

注

 • 識別番号および電源供給定格については、製品の
背面または底面にある型式プレートを参照してく
ださい。

 • 接続を確立または変更する前に、すべての機器を
電源コンセントから外しておいてください。

Dolby Atmos®
Dolby Atmos は、3 次元空間で、豊かでク
リアで迫力ある Dolby サウンドをあますと
ころなく再生して、臨場感あふれるリスニン
グ体験を実現します。
詳細については、 
dolby.com/technologies/dolby-atmos 
をご覧ください

HDMI ソケットへの接続
HDMI eARC（拡張オーディオリターンチャ
ンネル）
サウンドバーは、eARC/ARC（拡張オー
ディオリターンチャンネル）に準拠した 
HDMI に対応しています。テレビが HDMI 
eARC/ARC 対応であれば、HDMI ケーブ
ルだけでサウンドバーからテレビ音声を再
生できます。

HDMI  eARC

HDMI eARC

TV

1	 テレビで HDMI-CEC 操作をオンにし
ます。詳細については、テレビの取扱
説明書を参照してください。
• テレビの HDMI ARC コネクターの
ラベルが異なる場合があります。詳
細については、テレビの取扱説明書
を参照してください。

2	 高速 HDMI ケーブルを使用して、サウ
ンドバーの HDMI eARC コネクタをテ
レビの HDMI eARC コネクタに接続し
ます。

注

 • テレビが HDMI-CEC および ARC 機能に対応して
いる必要があります。HDMI-CEC および ARC を
オンに設定する必要があります。

 • HDMI-CEC と ARC の設定方法は、テレビによっ
て異なる場合があります。ARC 機能の詳細につい
ては、テレビの取扱説明書を参照してください。

 • HDMI ケーブルが ARC 機能に対応していること
を確認してください。
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電源に接続する
•	 AC 電源コードを接続する前に、他のす
べての接続を完了しておいてください。

•	 製品損傷の危険があります。電源電圧
が、ユニットの背面または底面に印刷さ
れている電圧と一致していることを確認
します。

変換プラグ
お住まいの地域のアダプタを選択します。必
要に応じて、お住まいの地域のアダプタをは
め込みます。

A  B

サウンドバー
1	 主電源アダプタと主電源ケーブルを巻

かれている状態からまっすぐにします。
主電源アダプターをサウンドバーの DC 
IN 18V ソケットに接続します。

2	 次に、主電源アダプタを主電源ソケット
に接続します。

サブウーファー

3	 主電源ケーブルをサブウーファーの AC 
ソケットに接続し、次に主電源ソケッ
トに接続します。

•	 電源コードの数とプラグのタイプは地
域によって異なります。

EU 向け
オーストラリア/
英国向け

オーストラリア/
英国向け EU 向け

または

または

*  電源コードの数とプラグのタイプは地域
によって異なります。
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サブウーファーとのペアリ
ング

ヒント

 • サブウーファーは、サウンドバーから 
6 m 以内のオープンな場所に設置してく
ださい。

自動ペアリング
サウンドバーとサブウーファーを主電源ソ
ケットに接続し、ユニットまたはリモコンの 

 を押して、ユニットを［ON（オン）］モー
ドに切り替えます。サブウーファーとサウン
ドバーが自動的にペアリングされます。

	» ワイヤレスサブウーファーのインジ
ケーターに基づいてステータスを確
認します。

LED の状態 ステータス

速く点滅 サブウーファーがペアリング
モードです

点灯 接続／ペアリングに成功しま
した

ゆっくり点滅 ペアリングされていません

ヒント
 • 手動ペアリングを実行する場合以外は、サブウー
ファーの背面にある［Pair（ペアリング）］ボタン
を押さないでください。

手動ペアリング
ワイヤレスサブウーファーから音声が聞こえ
ない場合は、サブウーファーを手動でペアリ
ングします。
1	 サブウーファーとサウンドバーの両方

のケーブルを主電源ソケットからいっ
たん抜いて、3 分後に再度接続します。

2	 サブウーファーの背面にある［Pair（ペ
アリング）］ボタンを 3 秒間押し続け
ます。
	» サブウーファーのインジケーターが
すばやく点滅します。

3	 次に、サウンドバーまたはリモコンの 
 を押して、サウンドバーをオンにし

ます。
	» 正常に完了すると、サブウーファー
のインジケーターが点灯します。

4	 それでもインジケーターが点滅し続け
る場合は、手順 1～ 3 を繰り返します。

ヒント
 • サブウーファーは、サウンドバーから 6 m 以内の
オープンな場所に設置してください（距離が近いほ
ど確実に動作します）。

 • サブウーファーとサウンドバーの間に物があれば取
り除いてください。

 • ワイヤレス接続が再度失敗する場合は、周辺に競合
機器または強い干渉源（電子機器からの干渉など）
がないか確認します。これらの競合機器または強力
な干渉源を除去し、上記の手順を繰り返します。
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4 サウンドバーの
使用

このセクションでは、サウンドバーを使用
して、接続された機器からオーディオを再
生する方法について説明します。

作業を開始する前に
•	 クイックスタートガイドおよび取扱説
明書に記載されている必要な接続を行
います。

•	 サウンドバーを他の機器に合わせて正し
いソースに切り替えます。

ON と OFF
•	 まずサウンドバーを主電源ソケットに接
続すると、ユニットはスタンバイモード
になります。

•	 リモコンまたはサウンドバーの  ボタ
ンを押して、サウンドバーのオンとオフ
を切り替えます。

•	 サウンドバーを完全にオフにする場合
は、主電源ソケットから主電源プラグを
外します。

オートスタンバイ 
•	 テレビまたは外部サウンドバーの接続
が失われた (または USB、BT のファン
クションビット再生が一時停止した ) 場
合、または電源がオフになった場合、約 
15 分後にサウンドバーは自動的にスタ
ンバイモードになります。

•	 自動スタンバイ（15 分経過後に自動的
にスタンバイ状態になる）を有効または
無効にするには、電源オン状態で  ボ
タンを 8 秒間長押しします。

注

 • HDMI (ARC) モードでは、オーディオ再生がない
まま約 15 分経過すると、ネットワーク スタンバ
イ モードになります。

 • USB および Bluetooth モードでは、オーディオ
再生がないまま約 15 分経過すると、ユニットは
自動的にスタンバイ モードになります。

モードの選択
サウンドバーまたはリモコンの  (ソース ) 
ボタンを繰り返し押して、HDMI eARC、
BT、USB モードを選択します。

	» 再生ソースを切り替えると、それに
応じてフロントインジケーターが点
灯します。

音量の調整
サウンドバーの音量を調整する 
•	 音量を調整するには、［Vol+/Vol-］（音
量）を押します。
	» 音量を調整すると、インジケーター
の明るさが増減します。以下の図に
示す対応するライトの表示／点滅に
従って、現在の音量レベルを決定し
ます。

< 100%

< 84%

< 68%

< 52%

< 36%

< 20%

•	 サウンドをミュートするには、  
（ミュート）を押します。

•	 音声を元に戻すには、もう一度  
(ミュート ) を押すか、Vol+/Vol- (音量 ) 
を押します。

低音レベルを調整する
•	 低音レベルを調整するには、低音 +/- ボ
タンを押します。

トレブルレベルの調整
•	 高周波数域（トレブル）を調整するには、
［Treble +/-］ボタンを押します。



15JP

低音／トレブル  LED の状態
-5 ●◎●●●●

-4 ●●◎●●●

-3 ●●●◎●●

-2 ●●●●◎●

-1 ●●●●●◎

0 ●●●●●●

+1 ●◎●●●●

+2 ●●◎●●●

+3 ●●●◎●●

+4 ●●●●◎●

+5 ●●●●●◎

IntelliSound コントロール
リモコンの  ボタンを押して、AI/プリ
セット /カスタム モードを切り替えます。
デフォルトのモードは AI です。

イコライザー（EQ）エフェ
クトを選択
ビデオや音楽に合わせて、あらかじめ定義さ
れたサウンドモードを選択します。
1	 リモコンの［EQ］ボタンを押して、希

望のプリセットされたイコライザー効果
を選択します。

2	 EQ ボタンを押してモードを切り替え
ます。
	» LED は 3 秒間点灯し、EQ モードの
定義に従って現在の EQ モードを表
示します。

Music
（音楽）

Original
（オリジナル）

Entertainment
（娯楽）

Dialogue
（対話）

LED 表示のオン／オフイ
ンジケーター
•	  (ミュート ) ボタンを 5 秒間長押しす
ると、LED 表示が有効 /無効になります。
	» OFF (オフ )：いずれかのボタンを
押すと、点灯した LED は通常の状
態に戻ります。LED は 10 秒間の
アイドリング後に自動的に消灯し
ます。

	» ON（オン）：点灯した LED は自動
的に消灯しません。

ヒント
 • スタンバイ中は、LED の表示がオフに設定されてい
るとしても、スタンバイ LED がオンになります。

DTS Virtual X / Dolby 
Atmos バーチャライザー
DTS Virtual:X / Dolby Atmos バーチャラ
イザーにより、部屋の大きさ、レイアウト、
スピーカーの構成に関係なく、多次元サウン
ドを楽しむことができます。
DTS Virtual:X テクノロジーは、DTS 独自
の仮想の高さと仮想のサラウンド処理を特徴
としており、あらゆるタイプの入力ソース 
(ステレオから 5.1.2ch まで ) やスピーカー
構成から臨場感あふれるサウンド体験を実現
します。
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1	 アプリ経由でバーチャライザーを有効
または無効にします。DTS コンテンツ
には、DTS Virtual X を使用するか、
Dolby Atmos バーチャライザーを使
用する必要があります。表示は次のよ
うになります。

ステー
タス  LED の状態

ON ●●●●●●  (DTS オン ) ●
（2 つの点灯 LED が中央から左右に移動）

OFF ●●●●●●  (DTS オフ ) ●
（2 つの点灯 LED が左右から中央に移動）

• ON（オン）：このモードでは、DTS 
Virtual X を使用するか、Dolby 
Atmos バーチャライザーを使用す
る必要があります。

• OFF（ オ フ ）：DTS Virtual X や 
Dolby Atmos バーチャライザーを
使用しないでください。

自動音量調節
自動音量を夜間モードと組み合わせます。
AVL ボタンを押して、自動音量調節のオン /
オフまたは夜間モードを切り替えます。

ステータス  LED の状態
OFF ●●●●●●

ON ●●●●●●

NIGHT ●●●●●●

• OFF（オフ）：「自動音量調整」を使
用しません。

• ON（オン）：さまざまなソースやコ
ンテンツのタイプにリアルタイムで
反応して、音量を一定に維持します。

• NIGHT (夜間 ) :あらゆるソースと
コンテンツのタイプに対して一定の
音量を維持し、音声や会話が強調さ
れるようにして、静かなリスニング
環境で聞き取りやすくなるようにし
ます。

Bluetooth 機器での再生
Bluetooth を利用して、サウンドバーを 
Bluetooth 機 器（iPad、iPhone、iPod 
touch、Android フォン、ラップトップなど）
に接続し、機器に保存されているオーディオ
ファイルをサウンドバーのスピーカーから聴
くことができます。
1	 サウンドバーの  ボタンかリモコンの 

 (ソース ) を押して Bluetooth モー
ドを選択します。
 » BT インジケーターが点滅します。

2	 Bluetooth 機器で Bluetooth をオ
ンにし、Philips TAB8301 (xxxx) を
検索して選択し、接続を開始します 
(Bluetooth を有効にする方法について
は、Bluetooth 機器の取扱説明書を参
照してください )。
	» 接続中は、BT インジケーターが点
滅します。

3	 サウンドバーから音声ガイドが聞こえ
るまで待ちます。
	» 正常に接続されると、BT インジケー
ターが点灯します。

4	 Bluetooth 機器でオーディオファイル
または音楽を選択して再生します。
	» Bluetooth 機 器 が AVRCP プ ロ
ファイルに対応している場合は、リ
モコンで [/]  を押してトラッ
クにスキップしたり、  を押して再
生を一時停止 /再開したりできます。

Bluetooth を終了するには、次のよう
にします。
•	 ユニットを別のソースに切り替えます。
•	 Bluetooth 機器から機能を無効にしま
す。または、Bluetooth 機器を最大動
作範囲外に置きます。音声ガイドが出さ
れた後、Bluetooth 機器がユニットか
ら切断されます。

•	 サウンドバーの  ボタンを押し続けます。
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注

 • 障害物のないオープンな場所サウンドバーと 
Bluetooth 機器の最大動作範囲は約 10 m（30 
フィート）です。

 • すべての Bluetooth 機器との互換性が保証され
ているわけではありません。

 • 機器とサウンドバーの間に障害物があると、音楽
のストリーミングが中断される場合があります。
たとえば、壁、機器を覆う金属製のケース、また
は同じ周波数で動作する近くにある他の機器など
です。

BLE アプリ コントロール
•	 BLE アプリはソースを選択でき、更新
されたソースをサウンドバーに送信しま
す。ローカル キーまたはリモコンによ
るソースの切り替えは LED に表示され
ます。

•	 BLE アプリによりサポートされるサウ
ンド コントロールは次のとおりです。
ローカル コントロールと同じように表
示されます。

•	 ローカル キーによって変更された次の
項目が BLE アプリに表示されます。

機能 説明

主音量 音量の上げ下げ (1 ステップ
ごと )

ミュート サウンドバーのミュート /
ミュート解除

音声情報 表示フォーマット

IntelliSound AI/プリセット /カスタム 
モードの選択

サウンド スタ
イル

エンターテインメント /音
楽 /ダイアログ /オリジナ
ル モードの選択

トーン コント
ロール

高音 /低音コントロール  
(-5 ～ +5)

AVL オフ /オン /夜間モードの
選択

AV シンク 0-200 ミリ秒
センター トリ
マー

/

サブウーファー 
トリマー

-5 から +5

左上 /右上 
トリマー

-5 から +5

部屋のキャリブ
レーション

部屋全体のキャリブレー
ション プロセスの開始
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外部機器での再生
サウンドバーがテレビまたはオーディオ機器
に接続されていることを確認します。

1	 サウンドバーまたはリモコンの  
(ソース ) ボタンを繰り返し押して、
HDMI eARC モードを選択します。

	» サウンドバーのインジケーターライ
トに、現在使用中のモードが表示さ
れます。

2	 オーディオ機器を直接操作して再生機
能を有効にします。

3	 +／ -（音量）ボタンを押して、音量を
希望のレベルに調整します。

注

 • HDMI ARC モードでは、ユニットからの音声
出力がなく、ステータス インジケーターが点滅
しているときには、ソース機器 (テレビ、DVD、
Blu-ray プレーヤーなど ) で PCM または Dolby 
Digital 信号出力を有効にすることが必要になる
場合があります。

USB を使用したオーディ
オの再生
MP3 プレーヤーや USB フラッシュメモ
リーなどの USB ストレージ機器でオーディ
オを楽しむことができます。
1	 USB 機器を挿入します。

2	 サウンドバーまたはリモコンの （ソー
ス）ボタンを繰り返し押して、USB モー
ドを選択します。

3	 再生時には次の操作ができます。

ボタン 操作
再生の開始、一時停止、または再開

前のトラックにスキップ
次のトラックにスキップ

注

 • 本製品は、特定のタイプの USB ストレージ機器と
互換性がない場合があります。

 • USB 延長ケーブル、USB ハブ、または USB 多機
能カードリーダーを使用すると、USB ストレージ
機器が認識されない場合があります。

 • ファイルの読み取り中に USB ストレージ機器を取
り外さないでください。

 • システムは、最大 128 GB のメモリーを持つ USB 
機器をサポートできます。

 • このシステムは MP3／WAV／ FLAC を再生で
きます。
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工場出荷時の状態にリセッ
トする
デバイスをデフォルト設定にリセットします。
•	 サウンドバーの電源をオンにして、  ボ
タンと  ボタンを同時に 8 秒間長押し
します。
	» すべての LED が 5 秒間点灯し、ス
タンバイ LED が赤色に点灯します。

項目 デフォルト設定

Sound mode 
（サウンド モード）

Entertainment 
（娯楽）

Master Volume（主
音量）

10 (70-75db SPL)

Subwoofer 
Volume（サブウー
ファー音量）

0

Treble/Bass 
（高音 /低音）

0

IntelliSound AI
Auto Volume 
（自動音量）

OFF（オフ）

Night（夜間） OFF（オフ）
Source（ソース） HDMI-ARC
BT pairing info 
（BT ペアリング情報）

Clear（クリア）

AV SYNC 
（AV 同期）

0

Display 
（ディスプレイ）

ON（オン）

Auto Standby 
(Auto Power 
Down) 
（自動スタンバイ 
（自動電源オフ））

ON（オン）

Room calibration 
data（部屋のキャリ
ブレーション データ）

Clear（クリア）
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5 製品仕様
注

 • 仕様および設計は予告なく変更されることがあり
ます。

Bluetooth／ワイヤレス

Bluetooth プロ
ファイル A2DP、AVRCP

Bluetooth バー
ジョン V 5.4

Bluetooth 周波
数範囲／送信機電
力（EIRP）

2402～ 2480 MHz、
10 dBm 未満

アンプ部

合計 RMS 190W @THD < =10% 
最大 380W

サウンドバー

電源 DC 18.0V  2.0A
アダプター (メイン ユニット用 ) 

モデル：

ICP48C-180-2000 
(互換性のある 3 ピン 
BS 1363-1 と 2 ピン 
(EN 50075)

入力： 100-240V~ 
50/60Hz 1.3A

出力： 18.0V  2.0A 

消費電力 36.0 W
スタンバイ時の消費
電力

標準スタンバイモー
ド：0.50 W 未満
ネットワークスタン
バイモード：2.0 W 
未満

周波数応答 180 Hz～ 20 KHz

スピーカーのイン
ピーダンス 8 Ω x 5

USB ダイレクトバー
ジョン 2.0 フルスピード

USB 5V  500mA
サイズ（幅 x 高さ x 
奥行き） 826 x 44 x 55 mm

重量 1.00 kg
動作温度 0° C～ 40° C

サブウーファー

電源 AC 100～ 240 V、
50/60 Hz

消費電力 40W
スタンバイ時の消費
電力 < 0.50 W

周波数応答 35 Hz～ 180 Hz
インピーダンス 3 Ω
寸法（幅 x 高さ x  
奥行き）

155 x 391 x 161 mm

重量 3.85 kg
動作温度 0° C～ 40° C

リモコン

距離／角度 6 m/30°
電池タイプ 単 4 形（1.5V x 2）

サポートされているオーディオ形式

HDMI eARC LPCM 2ch、LPCM 5.1ch、LPCM 
7.1ch、Dolby Digital、Dolby 
Digital plus、Dolby True HD、
Dolby MAT、Dolby Atmos - 
Dolby Digital Plus、Dolby Atmos 
- TrueHD、Dolby Atmos - Dolby 
MAT、DTS Digital surround 5.1

HDMI ARC LPCM 2ch、LPCM 5.1ch、Dolby 
Digital、Dolby Digital plus、Dolby 
Atmos - Dolby Digital Plus、DTS 
Digital surround 5.1

Bluetooth SBC 

USB MP3 / WAV / FLAC
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6 トラブルシュー
ティング
警告

 • 感電の危険がありますので、本製品のケーシング
は絶対に取り外さないでください。

保証の効力を失わないためにも、本製品は
絶対に自力で修理しようとしないでくださ
い。本製品を使用していて、故障かな、と思っ
た場合でも、次のような点を確認した上で
修理を依頼してください。それでも問題が
解決しない場合は、以下でサポートを依頼
してください。
www.philips.com/support

メインユニット

メインユニットのボタンが機能しない。
•	 電源から数分間電源ケーブルを取り外
し、それからもう一度接続します。

電源が入らない
•	 AC コードが正しく接続されているよう
にします。

•	 コンセントは電力が確実に来ているもの
を選びます。

•	 リモコンまたはサウンドバーの  ボタ
ンを押して、サウンドバーをオンにし
ます。

サウンド

サウンドバースピーカーから音が出ない。
•	 サウンドバーのオーディオケーブルをテ
レビやその他の機器に接続します。ただ
し、次の場合は、別のオーディオ接続は
必要ありません。

	– サウンドバーとテレビが HDMI ARC 
接続によって接続されている。

	– 機器がサウンドバーの HDMI IN
（HDMI 入力）コネクターに接続され
ている。

•	 リモコンで、正しいオーディオ入力を選
択します。

•	 サウンドバーがミュートになっていない
ことを確認します。

サウンドがひずむ、あるいはエコーがかかる。
•	 オーディオをテレビから本製品で再生す
る場合は、テレビをミュートにしておき
ます。

ワイヤレスサブウーファーから音が出ない。
•	 サブウーファーをメインユニットに手動
で接続します。

•	 音量を上げます。リモコンまたはサウン
ドバーの「+」（音量を上げる）を押します。

•	 いずれかのデジタル入力を使用している
ときに音声が出ない場合には、次のよう
にします。

	– TV 出力を PCM に設定してみる。
	– Blu-ray/その他のソースに直接接続
する。

	– 一部のテレビがデジタルオーディオ
に対応していない。

•	 テレビが可変オーディオ出力に設定され
ている可能性があります。オーディオ出
力設定が「VARIABLE（可変）」ではなく、
「FIXED（固定）」または「STANDARD
（標準）」に設定されていることを確認し
ます。詳細については、テレビの取扱説
明書を参照してください。

•	 Bluetooth を使用している場合は、ソー
ス機器で音量が上げられており、ミュー
トされていないことを確認します。

Bluetooth
機器をサウンドバーに接続できない。
•	 機器がサウンドバーに必要な互換性のあ
るプロファイルに対応していません。

•	 機器の Bluetooth 機能が有効になって
いません。機能を有効にする方法につい
ては、機器の取扱説明書を参照してくだ
さい。

•	 機器が正しく接続されていません。機器
を正しく接続してください。

•	 サウンドバーはすでに別の Bluetooth 
機器に接続されています。接続されてい
る機器を切断してから、再試行してくだ
さい。
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接続された Bluetooth 機器からのオーディ
オ再生の音質が良くない。
•	 Bluetooth の受信状態が良くありませ
ん。機器をサウンドバーの近くに移動さ
せるか、機器とサウンドバーの間に障害
物があればそれを取り除きます。

Bluetooth 機器でこのユニットの Bluetooth 
名が見つからない。
•	 Bluetooth 機器で Bluetooth 機能が
有効になっていることを確認します。

•	 ユニットと Bluetooth 機器を再度ペア
リングします。

リモコンが機能しない

•	 再生コントロールボタンを押す前に、ま
ず正しいソースを選択してください。

•	 リモコンとユニットの距離をさらに近づ
けます。

•	 図に示すように、電池を正しい極性（+／ -）
にして挿入します。

•	 電池を交換します。
•	 リモコンをユニット前面のセンサーに
まっすぐ向けて操作します。

サブウーファーがアイドル状態になっ
ているか、サブウーファーのインジケー
ターが点灯しない
•	 電源ソケットから電源コードを抜き、 

3 分後にもう一度電源コードを接続し
て、サブウーファーをリセットします。
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7 商標

Adopted Trademarks HDMI、HDMI 
High-De�nition Multimedia Interface、
HDMI トレードドレス、および HDMI ロゴ
は、米国およびその他の国における HDMI 
Licensing Administrator, Inc. の商標ま
たは登録商標です。

Dolby、Dolby Atmos、および 2 つの D の
記 号 は、Dolby Laboratories Licensing 
Corporation の登録商標です。Dolby 
Laboratories からのライセンスを受
けて製造されています。Con�dential 
unpublished works.Copyright © 
2012–2024 Dolby Laboratories、All 
rights reserved.

Bluetooth® のワードマークおよびロゴ
は、Bluetooth SIG, Inc. が所有する登録
商標であり、MMD Hong Kong Holding 
Limited によるこれらの商標の使用はライ
センスを受けています。その他の商標およ
び商標名は、それぞれの所有者のものです。

DTS, Inc.および /またはその関連会社の 
ライセンスのもと製造。特許については、  
https://xperi.com/dts-patents/.DTS、 
DTS ロ ゴ、DTS:X、DTS:X ロ ゴ、
Virtual:X、 お よ び DTS Virtual:X ロ ゴ
は、米国および /またはその他の国におけ
る DTS, Inc. および /またはその関連会社
の商標または登録商標です。© DTS, Inc. 
および /またはその関連会社。All rights 
reserved.

Roku TV ™ をご利用の場合、HDMI ケー
ブルを ARC ポートに接続し、Roku TV 
Ready™ の画面上の指示に従ってください。
Roku、Roku ロ ゴ、Roku TV、Roku TV 
Ready、および Roku TV Ready ロゴは、
Roku, Inc. の商標および /または登録商標
です。本製品は、米国、カナダ、英国、メ
キシコ、ブラジルで Roku TV Ready に対
応しています。対応国は変更される場合が
あります。本製品が Roku TV Ready に
対応している国の最新リストについては、
rokutvready@roku.com までメールでお
問い合わせください。

Si vous avez un Roku TV ™ , la 
con�guration est simple.Utilisez juste 
le câble inclus pour brancher votre 
barre de son au port HDMI ARC de 
votre télé et suivez les instructions à l�
écran.
Roku TV, Roku TV Ready et le logo 
Roku TV Ready sont des marques de 
commerce de Roku Inc. Ce produit est 
certi�é Roku TV Ready au/en états-
Unis, Canada, Royaume-Uni, Mexique 
et Brésil.La liste de pays peut varier.
Pour obtenir la liste la plus récente des 
pays dans lesquels ce produit est pris 
en charge par Roku TV Ready, veuillez 
envoyer un courriel à rokutvready@
roku.com.

Si tienes una Roku TV ™ , la 
con�guración es fácil.Solo tienes que 
usar el cable incluido para conectar la 
barra de sonido al puerto HDMI ARC 
de la TV y seguir las instrucciones que 
aparecen en pantalla.
Roku TV, Roku TV Ready y el logotipo 
de Roku TV Ready son marcas 
comerciales de Roku, Inc. Este 
producto es compatible con Roku TV 
Ready en Estados Unidos, canadá, 
reino unido, méxico y brasil.Los países 
están sujetos a cambios.Para obtener 
la lista más actualizada de países en los 
que este producto es compatible con 
Roku TV, envía un correo electrónico a 
rokutvready@roku.com.
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仕様は予告なく変更されることがあります。最新のアップデートと
ドキュメントについては、www.Philips.com/support をご覧くだ
さい。Philips および Philips Shield のエンブレムは Koninklijke 
Philips N.V. の登録商標であり、ライセンスを受けて使用されています。
本製品は MMD Hong Kong Holding Limited またはその関連会
社の責任において製造され、販売されています。MMD Hong Kong 
Holding Limited は、本製品に関する保証者です。
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